
 

 

 千倉地域づくり協議会『きずな』平成２４年度 通常総会が、５月２５日（金）

千倉漁村センターで行われました。表決委任者を含め会員４５名が出席し、来賓に

は石井市長をはじめ、地元市議会議員、千倉地区行政連絡員の方々にもご出席いた

だきました。総会では、『きずな』星正芳会長の挨拶、続いて石井市長に挨拶をい

ただき、以下６つの議案が審議され、承認されました。 

－４－ 

発 行：千倉地域づくり協議会『きずな』  
 

企画編集：千倉担当地域づくり支援員 

〒295‐8601 南房総市千倉町瀬戸２２９４番地（南房総市朝夷行政センター内） 
 

TEL：０４７０－４４－１１１３ 
    ※４月から電話番号が変わりました。 

FAX：０４７０－４０－１０１３ 
 

平成２４年 ６月 

第２３号 
第６号 

き ず な 通 心 

－１－ 

－ きずな通心 ２３号 － 

  千倉地域づくり協議会『きずな』 

平成２４年度  通 常 総 会 を 開 催 

石井裕 南房総市長 

① 規約の一部改正 

② 役員の選任 

③ 平成23年度 活動報告 

④ 平成23年度 収支決算及び監査報告 

⑤ 平成24年度 活動計画 

⑥ 平成24年度 収支予算 

 千倉地域づくり協議会『きずな』の目標、

「共に助け合い、共に笑い、共に学ぶ、人と

人との思いやりを持った元気なまちづくり」

の趣旨で、この１年地域の皆さんと協力しな

がら活動してきました。イベント時やごみ拾

い・草刈などのボランティア活動を行うと、

当初より２倍３倍の人が参加してくださるよ

うになりました。この協議会の存在価値、そ

ういうことをしようとする人々の心構えが尐

しずつ広がってきているのではないかと思っ

ています。この１年間の皆さんの活動に感謝

すると共に、協議会として２年目を迎え、今

後も皆さまからご意見をいただき、みんなで

考え活動してていきたいと思っております。

と星正芳会長。 きずな通心第２２号の記事の一部変更について 
      （白子地区の祭り開催日の変更） 

 『 き ず な 』 は、住んで良かったと思え

る「千倉」を目指して活動しています。『きずな』

では仲間を募集しています。お問い合わせは、 

朝夷行政センター内 『きずな』事務局までお願

いします。  ＴＥＬ ４４－１１１３                  

 千倉地域づくり協議会 

『きずな』星 正芳 会長 

 地域の課題を行政と一緒になって解決方

法を考えていこうということでこの活動が

始まりました。着実に一歩一歩進んできて

いるように思います。ボランティア活動、

地域づくりを担ってくださっている方々と

共に、この地域づくり協議会が中核的な団

体として活動の輪がさらに広がっていける

よう、行政も皆さんと一緒になって考え、

行動していきたいと思ってますので今後も

よろしくお願いします。と石井市長。 

 きずな通心第２２号（平成２４年５月）の千倉の夏祭りの白子地区の開

催日が当初７月１４日（土）と決定し、きずな通心に掲載しましたが、そ

の後諸般の事情により千倉地区と同じ７月７日（土）に変更となりました

のでお知らせ致します。なお、内容については変更ありません。 
◎ 白子地区 祭りの開催日 ７月７日（土） 

■ お知らせ ■ 
きずな通心は、インターネット上

でもご覧になれます。 

  市民活動サポートページ 

 「南房総みんみんネット」 

  （こちらはカラー版です。） 

他地域、他団体の活動もご覧 

になれます。 

 

 

 

 

南房総みんみんネット 検索 

★次号より発行時期が少し早くなります★ 



 

 

■高家学ぼう会 
日本で唯一の料理の神様を祀る高家神社を地域

資源として、市民と事業者が一体となった活力あ

るまちづくりにつなげるため、次の活動を行いま

す。 

① 高家神社例大祭（5月17日・10月17日・ 

 11月23日）に協力し、陶器市・庖丁研ぎ・ 

 庖丁感謝祭や特産品の販売を実施する 
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体験教室 
 ５月１０日（木）、南房総市観光協会主催の「竹箸作り体験 

教室」 が、千倉駅舎内の多目的ホールで行われました。 

平成２３年度 千倉地域づくり協議会『きずな』  

                   収支決算報告 
収入決算額       金 １，１１１，１０６円 

支出決算額       金     ８８９，８５６円 

収入支出差引金額  金     ２２１，２５０円 （次年度繰越） 

科  目 予 算 額 決 算 額 摘  要 

１．設立奨励費 

  交付金 

300,000 300,000 南房総市交付金 

２．活動費交付金 810,915 811,000 南房総市交付金 

３．雑収入 85 106 預金利子 

合  計 1,111,000 1,111,106  

科  目 予 算 額 決 算 額 摘  要 

１．総務費 60,000 525,910  

需用費 10,000 410,370 きずなﾕﾆﾎｰﾑ作成 

消耗品 等 

役務費 50,000 16,000 郵便切手 

備品購入費 0 99,540 ﾊﾟｿｺﾝ代 

２．事業費 800,000 363,946  

報償費 120,000 86,180 勉強会等講師謝礼 

需用費 600,000 244,266 ｲﾍﾞﾝﾄ新聞広告 

作業用品 消耗品 

看板作成 

役務費 40,000 33,500 はがき 切手 

使用料及び 

賃貸料 

40,000 0  

３．予備費 251,000 0  

予備費 251,000 0  

合  計 1,111,000 889,856  

１．収入の部                （単位：円） 

２．支出の部 

～ 今年度の活動計画 ～ 

■丌法投棄防止の看板設置と美化活動に協力 

■きずなの会 
地域の中で助け合いの出来る組織づくりを行

うため、次の活動を行います。 

① 学校でのあいさつ運動を実施する 

 ・ 毎月第１・第３月曜日 

 ・ 市民・各団体へも参加を募る 

 ・ 学校との話し合いを行う 

② 勉強会を年３回程度開催する 

■豊山海（ほうさんかい） 
豊かな山や海の自然を生かしたまちづくりを

推進するために、次の活動を行います。 

① 千倉の埋もれた資源を調査し、掘り起こす 

② 美化活動を実施する 

 ・ 美化活動 

 ・ ポイ捨て防止や丌法投棄禁止 

   の啓蒙をする 

③ 既存団体の活動に協力し、支援する 

② 梅見会イベントを開催し、庖丁式・陶器市・庖丁研 

  ぎ・庖丁感謝祭や特産品の販売を実施する 

③ 特産品の開発 

 ・ 古代米の活用・古代米の穂の活用 

  （亀・鶴・しめ飾り） 

 ・ 高家神社物産品シールの活用 

④ 古代米のお田植祭・抜き穂祭の開催 

⑤ どぶろく特区の申請 

⑥ 梅の苗木の植栽（紅梅・蝋梅・白梅） 

⑦ 情報発信体制の確立 

⑧ 先進地視察 

⑨ 売店の活用 

⑩ 福祉センターの活用について検討 

⑪ 谷津区民・高家神社氏子総代との話し合い 

⑫ 体験教室の開催（亀・鶴・竹箸等の作成指導） 

■運営委員会 
千倉地域づくり協議会『きずな』の４部会の

均衡ある活動を図り、『きずな』の活動を多く

の市民に知ってもらうため、次の活動を行いま

す。 

① 部会間の調整 

② きずな通心の発行 

③ 情報発信体制の確立 

 

■千倉港・海の里づくりの会 
漁港施設及び漁港周辺を活用したイベントを

開催し、千倉港に活気を取り戻すため、次の活

動を行います。 

① 物産市の開催 

② 千倉漁港区域内の活用について検討する 

 ・ 市場・食堂・ヨットハーバー等に 

   ついて検討する 

 ・ 県・市・漁協・きずなの組織づくり 

 ・ 勉強会の開催 

③ 先進地の視察 

④ 漁港区域内の清掃 

⑤ 釣客のマナーの啓蒙 

朝夷商工会 

駐車場 

100台 

駐車場 

80台 

駐車場 

80台 

駐車場 

300台 

至 丸山 

漁協支所 

旧千倉公民館 会場：千倉漁港 

花火打上場所 

川
尻
川 

駐車場 

30台 

Ｐ 

駐車場 

30台 

南千倉海水浴場 

漁協ｶﾞｿﾘﾝｽﾀﾝﾄﾞ 

ちくらBONフェスタ開催!! 

Ｐ 
Ｐ 

Ｐ 

Ｐ 

Ｐ 
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千倉漁港 

主催：南房総市観光協会千倉支部 

通行止め 18：00～21：00 

 

 

 ● 前夜祭 
  小花火 20時 

  瀬戸浜海岸 

 ※ 雨天中止 

８/１３ 

（月） 
 

 ● ちくらBONフェスタ 
  フラダンス 18：30～19：30 

  花火打上    

 ※ 雨天の場合、15日まで順延 

 以前よりウォーキングトレイルの美化活動は行われています

が、範囲が広範囲にわたるため、これに千倉地域づくり協議会

『きずな』も協力し、6月10日(日)に草刈りやごみの収集、 

丌法投棄防止の看板設置を実施しました。当日は29名の参

加があり、50kgのごみを収集しました。3月に実施した際は140kgのごみ

を収集しましたが、日頃周辺の美化活動を行っている団体、個人の方のおか

げもあり、この周辺の美化が維持されているのではないでしょうか。 

フラダンス会場 
至 

白
浜 

19：30～20：30 

千
倉
漁
港 

参加したのは、館山二中の２年生１６名の生徒さん達。講師

をつとめたのは、高家学ぼう会の鈴木さんと千倉地域づくり協

議会『きずな』事務局の佐久間支援員。佐久間支援員は、料理

の神様「磐鹿六雁命（いわかむつかりのみこと）」ついて話し

た後、箸の削り方について説明していきました。そして生徒さ

ん達は、箸の先端部分が3mm程度になるまで尐しずつ調整し

ながら竹を動かし削っていきました。１本と同じものがない、

オリジナル竹箸の完成です。竹の青さは長くは保てませんが、

竹箸は滑りにくく使いやすいと思いますよ！ 

高家学ぼう会では、日本で唯一の料理の神様を祀る高家神社を地域資源として、活力あるま

ちづくりにつなげるため、今年度の活動計画に体験教室の開催を取り上げ、今回竹箸作りを

テーマに体験教室を開催しました。  


